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第三期 エコプラザ（仮称）の⽅向性

ごみの減量化を市⺠に促す
それを創造的に⾏う拠点

•プラットホームの空間を⽣かしたこれまでの実
践により、創造的な⽅法で、多くの市⺠が関
わりを持ち、そのことが市⺠の意識を変えていく
⼿応えを感じることができた。
•今後もこの⽅向性を追求していく。
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第四期 検討の⽅向性

地域⼒の向上に取り組むことから、
低炭素化、まちづくりにつなげる

•創造的な取り組みがコミュニティを育む。
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すてられたものを創造的にあつかう達⼈
• 2012年9⽉6⽇ 「藤浩志の美術展 セントラルかえるステー
ション」⾒学（アーツ千代⽥３３３１）
• 2014年2⽉17⽇ ⼤⽉ヒロ⼦さん
• 2014年6⽉17⽇ 藤浩志さん
• 2015年3⽉18⽇ 「クリエイティブリユースでアート︕」⾒学
（調布市⽂化会館たづくり）
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ポリプラネットカンパニー
家庭から排出される廃棄物素材を利⽤して、新しいライフスタイルを提案するネット
ワーク型のカンパニーです。
茨城県⽇⽴市千⽯町1丁⽬4-19
https://www.facebook.com/polyplanetcompany/ 7 8

9 10https://kenpoku-art.jp/

• 架空の会社という⼊⼝をつくる。
• 普段と違う状況をつくる。
• そこに惹かれて⼈がくる。
• おもちゃというだれでも触れやすい、カラフルな魅⼒的な素
材がある。

• だれでも素材を使って、商品開発することができる。架空の
社員になりきる。

• その経験によって、それぞれの⼈が、それぞれに廃棄物につ
いて考える。かもしれない。 11

IDEA R LAB
2013年8⽉ オープン
岡⼭県倉敷市⽟島中央町
クリエイティブリユース―廃材と循環するモノ・コト・ヒト 出版
2016年5⽉1⽇ 訪問 12
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15マテリアルライブラリー 16
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• マテリアルライブラリー｜お店だった建物をリノベーション。
• お店だったことから、もともとまちとの親和性が⾼い。まちに開いている。
⼊りやすい。

• リノベーション⾃体、廃材を収集、活⽤して参加者を募り、ワーク
ショップとして実施。→つながる仕掛け

• 多彩なワークショップを年間通じて開催。近隣の⼈ばかりでなく、周
辺地域からも参加者が訪れる。

• ３Dプリンターなどデジタル⼯作機器を設置し、ファブ機能を設けた
ことで、モノづくり系の⼈たちも惹きつけて、遠⽅からも利⽤者が訪れ
る。→共感コミュニティを形成
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• レジデンス機能もあることから滞在しながら活動できる。ワークショップ
の実施、モノづくり、作品製作などラボに訪れる⽬的は⼈によって
様々であるが、⼀緒に滞在することで交流が⽣まれ、つながりが育
まれる。→⾵の⼈が地域にもたらす可能性

• ⽟島という地域に魅⼒があり、滞在する⼈はまちを楽しんでいる。
→地域の魅⼒が施設の魅⼒を⾼める

• 地元の⼈と、遠⽅からラボを訪れる⼈、その間を⼤⽉さんがうまく取
り持っている。→取り持ち役としての⽀配⼈
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リビルディングセンター
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地域への働きかけ
• 「クリエイティブリユース―廃材
と循環するモノ・コト・ヒト」で
紹介された、「リビルディング・
センター」（⽶国オレゴン州
ポートランド）

• 建材の再利⽤促進を⽬的に、
寄贈された中古の建築材料、
リフォーム⽤素材をストックし、
⼿ごろな価格で提供している。
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• 「コミュニティが私たちの使命、素材はその⼿段」
提供される素材は地域の⼈たちの寄付
運営経費以外の収⼊は、地域に還元
ボランティアスタッフが運営を⽀える
材料の扱い、道具の扱いを教えるワークショップを実施。ボラン
ティアスタッフがレクチャー
公共空間の整備に必要な資材を提供
重機を使わない建物の解体を⽀援

•コミュニティ形成事業を⽀援
市⺠の求めに応じて、コミュニティ形成に働きかける（地域課題
解決のための）プログラムを提供。
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• 古材の販売
• デザイン
• カフェ
• 素材を救済
• デザインには世界を良くする⼒がある

27https://camp-fire.jp/projects/view/9801

• 信念を持って、
• ⾃らリスクを取
り、

• ⼈ 々 の 共 感
を得ながら、
取り組む。

28https://camp-fire.jp/projects/view/9801

Chika-ba ちかば
国⽴市⾕保

29https://www.facebook.com/yaho.chikaba/

• ⼊会⾦１万円、⽉会費5,000円を⽀払うことで、誰でも利⽤するこ
とができる⼯房。

• 会員が⼯房を利⽤する際は、単なる利⽤者ではなく、その⽇の⼯
房を取り仕切る「⼯房⻑」になる。⼯房⻑制度

• ⼯房⻑は、ＳＮＳを通じて⼯房の開室を告知し、体験利⽤者に
機械の操作⽅法を教えたり、ものづくりの相談に来た⼈の相談に応
じたり、⾒学に訪れた⼈などの応対をする。

• 会員はお客さんではなく⼯房を運営する当事者。⼯房は、⼀⼈で
黙々とものづくりを⾏う場ではない。
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• オーナーが⼯房に備えた機器はレーザーカッターのみ。
• 他の機器や機材は会員が⾃ら備えた。各⾃がここにあるといいと思
うものを、⾃分で判断して持ち寄り、会員同⼠シェアして利⽤。

• 機材のメンテナンスも利⽤する会員が⾃分で⾏っている。
• ⼯房⻑制度を導⼊することによって、⼯房⻑同⼠が補い合う関係、
コミュニティを築いている。
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共感コミュニティ
•共感の種｜ものづくり
•開かれた場｜⼯房
•つながる仕組み｜⼯房⻑制度
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